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企業経営と不動産を建築技術でつなぐ
コンサルティングサービス



企業不動産の利活用に
　　「経営×技術」の知見を

日建グループの不動産利活用戦略

我々のステートメント ～気候非常事態宣言～

企業不動産の不動産利活用には

技術に立脚した専門的知見からの支援が不可欠です

土地利用転換・建物再編などの開発プロジェクトでは

技術面・法律面・財務面な数多くの制約に対し

判断に技術的裏付けが必要な場面があります

120年の歴史の中で培った建設技術と不動産利活用にかかわる

豊富な経験を基に建設技術に立脚した経営目線での

不動産利活用戦略の策定と実現をサポートします

日建設計コンストラクション・マネジメント

（NCM）は「社会環境デザインの先端を拓く専

門家集団」として建築・都市と環境に関わるあ

らゆる要望に対し経営的な目線からワンストッ

プでお答えする総合コンサルタントです。

温室効果ガス排出削減等のための新たな

国際的枠組みとして、2015年にパリ協定が

採択されました。協定では「世界の平均気

温上昇1.5℃未満」達成を目指し、温室効果

ガス排出の大幅な削減にむけたグローバル

での取り組みが求められています。日本で

は、2050年までに温室効果ガス排出を全体

としてゼロにする「2050年カーボンニュートラ

ル」を政府が宣言しました。

現在、日本の温室効果ガス排出量の約1/3

を業務・家庭用途が占めています。日建設計が設計した建築から排出されている温室効果ガスはその内の4%近

くを占めると想定されます。日建設計は、都市と建築のデザイン／エンジニアリングに知見と経験を積み重ね、数多

くのクライアントと共創する機会を頂いています。気候変動の危機を重く受け止め、2050年カーボンニュートラル社

会の実現のために、都市と建築に携わる一員としてここに気候非常事態 を宣言します。 

日建グループの不動産利活用戦略はじめに



建設技術・財務
の両面で分析

弊社のコンサルティングで問題解決を支援します

お客さまの経営を支える様々な不動産

●拠点集約、支店統合
●働き方改革、生産性の向上
●業務拡大に伴う事業所拡大、機能分散
●保有不動産の収益性の向上
●本業以外の収益が必要

経営課題
●初期投資の低減、資金調達
●経営指標の達成・改善
●PL改善、BS圧縮
●減損対策
●資産構造／資金調達の改善

財務的な課題

定性的・定量的
の両面で検証

不動産・建築
の両面から検討

財務・非財務
の両面から評価

NCMでは
同時並行で多角的な視点から検討し
複合的な組合せによる最適な戦略を立案

不動産利活用による

資産価値の向上

マーケット分析による収益向上
老朽化建物の建替え
移転、跡地活用

容積割増、用途検討
本社/支店等の施設機能のあり方

ポジショニング分析、貢献度分析
拠点集約、分散検討
投資戦略立案
建替えのCF分析
資産の入替え

不動産を用いた

財務対策

開発型証券化、流動化
借地権スキーム
等価交換

資産の買換え
リース活用

BS/PL改善、決算対策
経営指標の改善
課税繰延、減損対策
益出し・損出し

資産の入替え、資金化（売買）

施設維持管理
の最適化

ESG時代
への対応

中長期修繕計画の立案
改修・リニューアル計画の立案

遵法性調査
BCP対応計画の立案

BIMによるファシリティマネジメント

CO2排出量の把握
実行計画の作成

不動産に係る課題が複雑化し、個別アプローチでは解決が難しくなっています 貴社の課題に合わせたサービスメニューをご提案します

このような課題をお持ちではありませんか

有効活用戦略

複数資産最適化戦略

資金調達戦略

財務戦略

施設管理コンサルティング

管理コストの査定
修繕コスト支出平準化
複数の改修工事合理化
管理体制の立案

複数資産管理戦略

カーボンニュートラル

取得に向けたFS・認証取得支援
評価向上の施策立案

環境認証コンサルティング

ESG対応メニュー立案
情報開示／TCFD開示支援

ESG投資戦略立案

ESG投資対応戦略
●保有施設の管理コスト削減
●老朽化対応（建替／改修／修繕の検討）
●安全対応（BCP対策強化）
●遵法性確保

保有施設管理の課題

●SDGs／ESGに関する対応
●カーボンニュートラルに向けた環境配慮
●定量的な情報による説明
●情報開示への対応

ステークホルダー対応

実行の課題
網羅的に検討したい
定量的に把握したい
戦略を実現したい
社内人材が不足
判断材料が欲しい

倉庫 ホテル 研究施設 その他の施設

本社 全国の支店 土地 工場



建設の専門家として培ったノウハウを活かして不動産利活用をサポートします

成果を生み出すN CMの 3つの強み

外部の影響を受けない公平な評価・分析を行い
お客様の利益を最優先に考えた
透明性の高いご提案をします

コンサルティング専業

中立性
100%独立資本の
マネジメント専業

インハウスの
高度な技術力
不動産・財務×建築・都市

経験・実績
幅広い出口戦略に
対応可能な実績

技術的知見に基づくコンサルティングが特徴です

専門家による

精度の高い
企画検討

都市・建築・構造・設備・コスト・施工など
各分野のプロフェッショナルが
企画検討をご支援します

まだ与件の決まらない初期段階

不動産・建築・財務・環境配慮など
幅広い視点から戦略を立案し

最適解を探します

課題解決の手法を幅広く検討

売却・移転・建替え・改修・運用見直しなど
幅広い出口戦略を一気通貫で
最後までサポートします

投資判断後の目標達成まで支援

第三者による

透明性の高い
評価・分析

戦略立案で終わらない

実現までの
サポート

多様な選択肢から

最適解へ

建 設 技 術に立 脚した

不 動 産 利 活 用コンサルティングにより

企業価値 向 上をご 支 援します

本サービスに関するお問合わせ

日建設計コンストラクション・マネジメント

https://www.nikken-cm.com/contact/



東京オフィス
〒112-0004 東京都文京区後楽1-4-27

TEL：03-5803-9770

大阪オフィス
〒541-0041 大阪府大阪市中央区北浜4-5-33

TEL：06-6203-2522
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TEL：052-388-6440
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